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自己評価及び外部評価結果

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設に併設されたグループホームである。ホーム内は落ち着いた和
風の佇まいの中、自然光の差し込む明るく清潔なフロアーで、ゆったりとくつろげる生活空間が提供さ
れている。地域の商店への買い物・近隣公園への散歩、地域行事への参加等、地域とつながりながらの
生活の継続を支援している。複合施設の利点を活かして、パワーリハビリ等の設備の活用・施設内イベ
ントへの参加・併設の施設・デイサービスの利用者との交流等を通して、生活の活性化が図られてい
る。また、敷地内・館内・屋上等、歩行訓練や気分転換ができる環境があり、重度化した場合のバック
アップ体制の整備にもなっている。定期的・計画的な研修・委員会活動・人事考課制度等により、職員
の育成とサービスの質の向上に取り組んでいる。毎月のお便り・ブログ等でイベントや行事の様子を伝
え、運営推進会議参加案内や行事・イベント開催案内を全家族に配布する等、家族と連携をとり共に利
用者を支援できるように努めている。同建物内の診療所・併設施設の看護師と連携をとり、疾患・健康
管理を行い、緊急時の対応も整備されている。

株式会社H.R.コーポレーション

兵庫県西宮市甲陽園本庄町6-25-224

平成２７年　８月28日

特養、老健が同じ敷地にあることから、利用者の身体状態に合わせた転所が可能であること。
グループホームは１８名入所の小規模施設であるが、特養（110床）、老健（100床）のスケー
ルメリットを活かしたイベントへ参加出来ること。パワーリハビリ等グループホームには無い
資産の活用が出来ること。

2794000147

社会福祉法人　甲有会

グループホーム　ロココ

情報提供票を活用する場合 （別添情報提供票のとおり）

認知症対応型共同生活介護

大阪府豊中市宝山町7-8-1

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

平成２７年　８月１９日 評価結果市町村受理日 平成27年11月12日
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と職員は、
その理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員として
日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている

自
己
評
価

3

外
部
評
価

項目

1 1

自己評価

運営推進会議での告知
又はポスティングによ
り
認知症予防体操・パ
ワーリハビリ体験等に
参加いただいている

外部評価

実施状況

Ⅰ．理念に基づく運営

2 2

夏祭り等地域行事への
参加、近隣商店街への
買い物や近隣公園への
散歩をしたり、見学の
受け入れを随時行って
いる。克明校区介護事
業所１１事業所が集
まった「こくめいケア
ネット」の一員として
「認知症サポーター養
成講座」を年1回開催し
ている。

社是・経営理念・基本
方針を1枚にまとめ、必
ず目にする玄関・ス
タッフルーム・職員ト
イレに掲示。また職員
の名札の裏にも入れて
いる。　理念が暗唱出
来なければ正職員にな
れない。

法人全体で社是・運営理
念・基本方針を共有し、
方針を統一して取り組ん
でいる。基本方針には地
域密着型サービスとして
の意義・役割も盛り込ま
れている。誰もが見るこ
とができる玄関・スタッ
フルームに掲示してい
る。申し送り時に唱和
し、さらに名札の裏にも
理念を明示して常に意識
して支援に取り組むよう
にしている。また、新入
職者の研修時に理念につ
いて理解すると共に、現
任職員も合同研修会で理
念についてさらに理解を
深める機会を設けてい
る。日々利用者について
話し合う中でも理念に立
ち戻り、理念を生かした
支援に取り組んでいる。

地域の商店への買い物・
近隣公園への散歩等、地
域との日常的なつながり
を持ちながら地域で暮ら
し続けることができるよ
うに努めている。夏祭
り・秋祭り等地域行事に
利用者と共に参加し、地
域住民との交流の機会の
継続を支援している。ボ
ランティア来訪時やイベ
ントへの参加を通して、
併設の施設・デイサービ
スの利用者とも交流が
持っている。「こくめい
ケアネット」に参加し
「認知症サポーター養成
講座」を開催し、事業所
の機能を活かして地域貢
献に努めている。外部か
らの見学や介護相談員も
受け入れている。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を蜜に取
り、事業所の実情やケアサービスの取組み
を積極的に伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス基準における禁止の対
象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束しないケ
アに取り組んでいる

4 3
年6回開催し、利用者、
家族や相談員の意見に
耳を傾けている。

地域の商店への買い物・
近隣公園への散歩等、地
域との日常的なつながり
を持ちながら地域で暮ら
し続けることができるよ
うに努めている。夏祭
り・秋祭り等地域行事に
利用者と共に参加し、地
域住民との交流の機会の
継続を支援している。ボ
ランティア来訪時やイベ
ントへの参加を通して、
併設の施設・デイサービ
スの利用者とも交流が
持っている。「こくめい
ケアネット」に参加し
「認知症サポーター養成
講座」を開催し、事業所
の機能を活かして地域貢
献に努めている。外部か
らの見学や介護相談員も
受け入れている。

5 4

豊中市役所や中央包括
支援センターに運営推
進会議の参加を求めて
いる。

6 5

入職時の研修に『身体
拘束」に関する課目を
取り入れ、毎年定期研
修も実施している。併
設特養での「身体拘束
ゼロ推進委員会会議」
にも参加している。

運営推進会議への市高齢
施策課の職員の出席によ
り、事業所の現状や取り
組みの理解につなげてい
る。年4回の事業所連絡
会・地域施設連絡会で
も、市との交流の機会に
職員の参加があり、グ
ループホーム全体の現状
を含めて情報交換してい
る。相談・報告が必要な
場合は適宜電話で行い指
導・助言を受けると共
に、課題発生時にも相
談・助言を受けサービス
提供がスムーズに行える
ように努めている。

年間の研修計画に盛り込
んで本部研修で年2回、身
体拘束廃止に関して定期
的に学ぶ機会を設け、全
職員に拘束をしないケア
の周知徹底に取り組んで
いる。身体拘束委員会を
月に１回開催し、拘束を
行わずに事故を予防し安
全を確保するケアについ
て話し合っている。家族
には、契約時に身体拘束
しない方針について説明
を行い理解と了解を得て
いる。各ユニットの玄関
は施錠せず、ユニット間
を自由に移動できる開放
的な環境にある。離設の
事例がありエレベーター
はカードでの操作となっ
ているが、外出したい気
配があれば、職員が同行
し閉塞感を感じられない
ように配慮している。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所ないでの虐待が見過ごされることがな
いよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見人制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

8
資料を閲覧できるよう
にそろえている。

7

入職時の研修に『高齢
者虐待」に関する課目
を取り入れこの研修を
受けなければ現場に出
ることが出来ないルー
ルを実施している。併
設特養での「身体拘束
ゼロ推進委員会会議」
にも参加している。

10 6
意見箱を設置し、苦情
があれば報告書を掲示
している。

家族の面会が多く、来訪
された家族には、管理
者・職員から積極的に声
かけを行い、意見・要
望・苦情等を述べやすい
ように働きかけている。
また運営推進会議参加案
内や行事・イベント開催
案内を全家族に配布し、
意見等を聞く機会を多く
設けられるように努めて
いる。毎月のお便り・ブ
ログ等で、イベントや行
事の様子を伝え、意見等
が出やすいように取り組
んでいる。玄関には意見
箱を設置している。職員
が家族の要望・意見を聞
いた場合は、管理者に苦
情報告書で報告すると共
に、連絡帳に記載して共
有している。検討が必要
な内容についてはカン
ファレンスを開き検討を
行い、サービスや運営へ
の反映につなげるように
している。検討結果は家
族にも報告している。

9

利用者や家族と入居契
約の場を設け、契約
書・重要事項説明書の
内容を直接伝えてい
る。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、それらを反
映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際の力量を把握し、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

12
契約更新時や賞与考査
時に評価シートを記入
している。

11 7

ユニットごとに連絡
ノートを置き、利用者
に関する申し送りとと
もに意見を記入しても
らっている。毎日14時
から昼礼として2ユニッ
ト合同の申し送りを実
施している。毎月の各
ユニット会議でも意見
を挙げてもらってい
る。

 日々の申し送り・随時の
カンファレンス・月１回
のユニット会議とリー
ダー会議・各種委員会
等、職員が意見や提案を
出し合って話し合い、管
理者が把握する機会を多
く設けている。人事考課
制度を導入し、年２回の
個人面談でも、職員が意
見・提案を述べる機会が
ある。施設長もほぼ毎日
来訪し、職員と交流して
いる。また、管理者評価
制度・ダイレクトライン
等、職員が運営者に意見
を表す仕組み作りもされ
ている。法人内の職員異
動はあるが、馴染みの関
係を大切に考え最小限に
とどめ、長いスパンで定
着している。

14

協議会の定例会議に参
加したり、入居希望者
や空き情報交換を行っ
ている。「こくめいケ
アネット」参加事業所
間での情報交換、施設
間見学等交流の場とし
ている。

13

月1回ユニットごとにス
タッフミーティング
（ユニット会議）を開
催している。

15

入居前に訪問面接を行
い、本人や家族に見学
に来ていただいてい
る。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支援
を見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の立場に
置かず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の立場に
置かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

16

入居前に訪問面接を行
い、本人や家族に見学
に来ていただいてい
る。

18

炊事・掃除・洗濯など
の生活動作も手伝って
いただき、自立支援を
目指している。

17

家族や他施設の担当者
から話を聞き、入居直
後は1時間ごとの記録を
1週間つけている。

20 8
家族以外の方の面会も
受け入れている。

契約時の基本情報で、馴
染みの人や場所について
の情報の把握に努め、新
しい情報は申し送りで情
報共有している。利用者
の知人・友人の訪問は家
族の了解の下受け入れ、
関係継続ができるように
支援している。利用者の
外出希望は家族の協力を
得て、馴染みの場所に出
かけられるように支援し
ている。複合施設の利点
を生かし、ボランティア
の受け入れやイベント参
加時に、併設施設利用の
利用者との以前からの馴
染みの関係や新しい馴染
みの関係継続を支援して
いる。

19

面会や外出を気軽に
行っていただいてい
る。月に1度のイベント
にも参加を呼び掛けて
いる。

21

食事やお茶の時間。洗
濯物をたたんだり、Ｃ
Ｄ・カラオケに合わせ
て歌を歌うなど、同じ
ことが出来る時間を
作っている。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

22

退所後の相談にのり、
希望があれば併設特養
の入所申込を受け付け
ている。

24
家族や他に利用されて
いる施設の担当職員か
ら話を聞いている。

23 9

入所前の面接で聞き取
りを行い「私の歴史
シート・暮らし方シー
ト」などに記入しても
らっている。入所直後
には細やかに行動を観
察し記録している。

入居時に家族に「私の歴
史シート」への記入を依
頼し、また、面接時に面
談シートに基づいて聞き
とりを行い、利用者・家
族の思い・意向の把握に
努めている。入居後は、
日々のコミュニケーショ
ンの中で、思いや意向の
把握に努め、申し送り
ノートや経過記録に記載
し共有を図っている。自
ら思いや意向の表出が困
難な利用者については、
職員が利用者の表情や反
応を見逃さないように意
識して把握に努めてい
る。

25
家族や他に利用されて
いる施設の担当職員か
ら話を聞いている。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、それぞれの意見やアイディアを
反映し、現状に即した介護計画を作成して
いる

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスにとらわ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

26 10

入居前面接で本人、家
族の意向を伺う。以後
は現状に合わせたプラ
ンを作成し、家族に提
示している。

入居前の面接時の家族か
らの聞き取りや「私の歴
史シート」・「家族への
アンケート」からの情報
をまとめアセスメント用
紙に記録している。介護
計画は、計画作成担当者
が利用者・家族の意向・
希望を聴取して個別具体
的な施設サービス計画書
を作成している。計画書
の具体的サービス内容に
沿って利用者への支援を
行い、介護記録に支援の
内容・結果・生活の様子
等を記載している。短期
目標の中から重点項目を
抽出し、計画作成担当者
がモニタリングを実施し
ている。３ヶ月毎にカン
ファレンスを実施し、
ニーズについて家族や主
治医・職員の意見を聞
き、現状に即した介護計
画の見直しを行ってい
る。変更内容は申し送り
で伝達し共有している。

モニタリングについ
ては、短期目標に挙
げられた項目全体に
ついて実施されるこ
とが望まれる。ま
た、職員参画の下、
計画に基づいたサー
ビスの実施状況が明
確になり、モニタリ
ングの根拠となるよ
うな記録の工夫が望
まれる。

28

併設施設の機器やキャ
ラバンを活用すること
で、運動したり、大勢
で外出したりが可能で
ある。

27
ケアチェック表や介護
記録をつけている。

29

介護相談員が毎月来
設。利用者の様子をご
覧になり、意見を聞か
せていただいている。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるよう支援し
ている

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合いを
行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

30 11
同じ建物内にある診療
所から隔週に訪問診療
を受けている。

契約時に利用者・家族の
意向を把握し、希望する
医療機関で受診できるよ
うに支援している。同建
物内の診療所の内科医の
往診が2週に1回あり、利
用者の疾患・健康管理が
行われている。家族が受
診に同行する場合は、利
用者の状態を記載したサ
マリーを提供している。
また、診療所での診療報
告は直接家族へ報告され
ている。利用者の身体的
な変化・様子は職員が
「個人往診記録表」に記
載し医師に報告を行うと
共に、往診の結果や医師
の指示なども記載されて
いる。敷地内の特別養護
老人ホームの看護師にい
つでも相談できる体制が
整えられている。

32

入所時に先方の病院へ
情報を提供している。
入院中は見舞いに行
き、様子を聞いてく
る。

31

併設された特養施設の
看護師から異常時には
支援を受ける体制を整
えている。

33 12

入居前面接で大まかな
意向を伺っている。併
設された特養への転所
を勧めることがある。

重度化・看取りに関する
方針を重要事項説明書の
退所の項で明文化してい
る。契約時に看取りを行
わない方針を説明して、
同意を得ている。利用者
の状態の変化に応じて、
家族の意向を確認しなが
ら、共同生活が困難な状
態になれば併設の特別養
護老人ホームへの住み替
えの提案等、情報提供を
行っている。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定
期的に行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が
身につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシー
の確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけている

34

入職時に研修を行って
いる。マニュアルを閲
覧出来るように置いて
いる。

日頃から地域住民と
の協力体制を整備
し、また、運営推進
会議の機会を活かし
て、非常災害時の協
力体制整備への取り
組みが望まれる。

36 14

利用者は人生の先輩で
あるという尊敬の眼差
しを常に持ちながら親
しみを感じていただく
よう心掛けている。個
人情報保護やプライバ
シーについての研修も
法人内で定期的に行っ
ている。

プライバシー保護・個人
情報保護についても、年
間の合同研修計画に盛り
込んで学ぶ機会を設け、
周知徹底に取り組んでい
る。日々のコミュニケー
ションやケアの中で人格
を尊重した接遇ができる
ように、意識付けに努め
ている。お便りやブログ
への写真の掲載について
は、契約時に説明を行い
同意を得ている。個人
ファイル等はユニットの
書庫に保存し、適切な個
人情報の管理を行ってい
る。

35 13

併設された特養施設と
合同で、消防訓練を実
施している。（年2回・
昼夜想定）

併設の特別養護老人ホー
ムと合同で,定期的、計画
的に年２回昼夜想定の避
難・誘導訓練を行ってい
る。年２回の訓練のうち1
回は消防署立ち合いのも
と、避難・誘導等の助言
を受けている。また、出
火場所想定の訓練や離設
時の対応訓練も事業所独
自で行っている。利用者
の状態の変化に伴い避難
場所・方法を検討する必
要性を感じている。非常
災害時の地域との協力体
制の整備には至っていな
い。備品の準備や備蓄を
行っている。

37

お茶やおやつの時間に
は希望を伺ったり、外
出や入浴等は本人の意
向を確かめる。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、集会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

38

集団生活という制約の
中で、可能な限り本人
のペースを最優先して
いる。

15

テーブルを拭いたり食
器を並べたり盛りつけ
をして、準備の段階か
ら食事を楽しんでいた
だいている。

特別養護老人ホームの厨
房で調理された食事の提
供を受けている。ソフト
食の対応も可能である。
身体状況やその日の体調
により、利用者が自発的
にテーブルを拭いたり、
盛り付けや食器の準備・
後片付け等を、職員と一
緒に行っている。食事レ
クリエーションで厨房か
ら提供される食事を中止
してバーベキュー等を行
うこともある。おやつ作
りや少人数での外食を楽
しむ機会等も設けてい
る。給食委員会で食事の
検討を行い、利用者の好
みや意見を献立に反映さ
せる仕組みがある。

39
家族の協力を得て、本
人の望みに対応してい
る。

40

41

栄養士による献立を提
供している。水分量も1
日1500ｍｌを確保出来
るように記録してい
る。（身体的に制限の
ある人は除く）

起床時と就寝時には職
員が口腔ケアをしてい
ただくようチェックし
ている。また訪問歯科
への紹介も行ってい
る。

42
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄パターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた
支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠
れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や要領について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

浴槽のまたぎが困難な
利用者には２人対応で
の入浴やシャワー浴+足
浴を楽しんでいただい
ている。

43 16

夜間も含め、排泄パ
ターンを記録から読み
取り、適切なタイミン
グでトイレの声掛けを
している。

ケアサービス管理表です
べての利用者の排泄状況
を把握し、利用者一人一
人のタイミングと方法で
声掛け・誘導を行いトイ
レでの排泄を大切にして
いる。各利用者に適切な
排泄用品を検討し、自立
に向けた支援を行ってい
る。排泄時の声かけ等、
羞恥心やプライバシーに
配慮している。

水分摂取の確保とヨー
グルトや食物繊維のお
やつ等を提供してい
る。

45 17

週２回は入浴できるよう
に利用者の体調や希望に
わせて柔軟に対応し、気
持ちよく入浴ができるよ
うに支援している。入浴
を拒否される利用者には
声かけや時間・入浴日・
人を調整しながら入浴を
勧めている。ADLの低下や
拘縮により浴槽につかる
ことが困難な場合は、二
人介助やシャワー浴等で
対応し、安全な支援を
行っている。利用者の希
望に応じて浴用剤を使用
して、入浴を楽しめるよ
うにもしている。同性介
助を基本としている。

44

46
入居前から使用されて
いる寝具を持ち込んで
いただいている。

47

利用者毎のケアチェッ
ク表に服薬している薬
の内容一覧を綴じてい
る。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々と協力し
ながら出かけられるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援して
いる

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快
や混乱をまねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮し、生活感
や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

48

入居前面接で本人や家
族から聞いたり、日々
の会話から知るように
している。

50

家族から3,000円をお小
遣いとして預かってい
る。散歩時の店先で買
い物をされることもあ
る。

49 18

季節や時期に合わせて
出来る限り散歩や外気
浴を行っている。イベ
ントとして車でのドラ
イブ外出も行ってい
る。

日常的には、施設周辺・
公園への散歩や、地域の
商店に買い物に出かける
ことができるように支援
している。２ユニットの
廊下・特別養護老人ホー
ム館廊下・屋上等、広い
施設空間を活用して自由
に行き来し、歩行訓練や
気分転換が図れるように
も工夫している。年１回
程度、花見・空港への外
出等、イベントとして外
出を楽しむ機会も設けて
いる。

52 19

毎日の掃除を行ってい
る。散歩の際の摘んで
きた花を飾ったり、手
作りのカレンダーを壁
に取り付けたりしてい
る。

近代的な施設のホーム内
は落ち着いた和風の佇ま
いになっている。廊下や
リビング等、明るく清潔
な共用空間に椅子やテー
ブル・テレビ等を配置し
ている。壁面には季節毎
の飾りつけを行い、落ち
着いてくつろげる環境で
ある。リビングの一角の
台所は利用所と共に食事
の準備や後片付けができ
たり、食事の匂いや音が
感じられる家庭的な環境
である。テラスには、
ガーデニングテーブルを
設置して外気浴をしなが
らゆっくり過ごせる空間
も整えられている。

51

自ら行うことが困難な
方へは、月に一度家族
への近況報告を職員が
記入している。
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グループホーム　ロココ 評価結果確定日平成27年11月12日

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
　建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできるだ
け自立した生活が送れるように工夫してい
る

Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

54 20

クローゼットとエアコ
ン、カーテン以外には
本人のなじみのある家
具を持ち込んでいただ
いている。

静かなゆったりとした居
室は洗面台・クローゼッ
ト・エアコンが設置さ
れ、家族の協力を得て、
使い慣れた家具や装飾品
を持ち込み、落ち着いて
安心して過ごせる居室づ
くりができている。

53

リビングには人数分の
いすをテーブルのまわ
りに並べ、壁にはソ
ファーを置いている。

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

55
トイレや浴室には手す
りを設置している。

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

58 利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60 利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられれている
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○

○

○

○

○

○

○

○

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求め
ていることをよく聞いており信頼関係ができてい
る

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

68
職員からみて利用者の家族等はサービスにおお
むね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所
の理解者や応援者が増えている

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

66 職員は活き活きと働けている
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